
 

 

 

 

 

 

「新しい生活様式」を踏まえた学校教育活動へ 

校長 上 村 喜 明 

 季節は春から夏へと移り変わり、オホーツクにも爽やかな風が通る季節になりました。 

 今年度は、４月から、新型コロナウイルス感染症のまん延により、臨時休校が続き、子ども達も保護者

の皆様、地域の皆様も不要不急の外出の自粛や、感染症予防対策に取り組まれていました。まだ、油断は

できません。感染症の感染防止対策を継続しながら、教育活動を再開しています。２学期の活動・行事等

も中止や時間短縮、延期など様々に

対応を検討し取り組んでいるとこ

ろです。 

 保護者の皆様や地域の皆様方に

もこの件については、大変ご迷惑を

おかけしております。 

 ６月１日から、学校再開し、子ど

も達の元気な笑顔や声が響き渡り、

「やっぱり！いいなあ！」と感じて

います。コロナウイルス感染症の油

断ができない状況ですが、これから

を担う子ども達の将来に向けて、今

を大切にし、学校教職員、保護者の

皆様、地域の皆様と連携・協力して教育活動を推進します。 

 今後とも、ご支援、ご協力の程、よろしくお願いいたします。 

  

  

本校から見えるきれいな風景 

＝夏休みを短縮します＝ 
今年度、新型コロナウイルス感染症のまん延のため、臨時休校が続きました。そのため、授業を

行う日が少なくなりました。そこで少しでも、授業日数を確保し、児童生徒の学習を進めるために、

次の期間を夏休みとします。 
 

【夏休み期間】    令和２年８月８日（土）～８月２０日（木） 
 

＝２学期の主な行事＝ 

・２学期始業式    ８月２０日（木） 

・宿泊研修、見学旅行 ９月（対策をして実施を検討） 

・同窓会       中止 

・  中止 

・学校祭       １０月２４日（土）（対策をして、時間短縮、縮小で実施を検討） 
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 感染症対策として、本校で取り組んでいる活動の一部を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
CDにして訪問先の病院に郵送しました。        訪問先の病院・家庭に郵送・配布しました。 
 

編集後記 
約１ヶ月半の臨時休校が終わり、学校再開から１ヶ月半が過ぎました。児童生徒は、毎日元気に学校

で過ごし、様々な活動に取り組んでいます。これからもこの学校だよりを通じて、児童生徒の様子をお

届けしていきます。どうぞよろしくお願い致します。               （文責：宍戸） 


